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結論 

 

対面授業と遠隔授業の共存には何が必要か 



”対面と遠隔の共存” 

＝適材適所 

    授業の目的ごとに 

　　　　”対面 or 遠隔”　を決定



01　対面・遠隔の長所短所 



 
 
 
 
 
① 
人とのつながり 
（授業時間以外の交流） 
 
② 
双方向性のある授業が 
比較的実現しやすい 
 
 
 

 
 
 
① 
教員と学生との距離により 
学習が制限される 
 
② 
外的要因による学習制限 
(感染症や自然災害等） 
 

対面授業 

長所  短所 



 
 
 
 
 
① 
学生と教員の距離を問わず 
学習できる 
 
② 
オンデマンドの場合 
学習の振り返りをしやすい 
 
 
 

 
 
 
 
 
① 
学生同士や教員との交流が 
希薄化する 
 
② 
教員が授業中に学生の反応を 
確認しづらい 
 
 
 

遠隔授業 

長所  短所 



02　関西大学のDP 



 
知識・技能 

 
思考力 
判断力 
表現力 

 
主体的な態度 

学士課程のDP　３要素 



どのように 

対面と遠隔を共存させる？ 

 



それぞれの長所が異なる 

“対面と遠隔の共存” 

    授業の目的ごとに 

　　　　”対面 or 遠隔”　を決定



対面  遠隔 

思考力 
判断力 
表現力 

主体的な態度 

知識 
 

技能 

“DP”達成に適しているのは 



具体的には？ 

 



①思考力・判断力・表現力・主体的な態度　の
習得が目的 
 
②学生同士が授業内外で交流の機会を得る 
 
ex）ゼミ活動・教職課程の授業 

対面授業 



①知識・技能の習得（振り返り）が目的 
②コロナ禍における配慮学生へのサポート 
③海外など遠方の教員とのマッチング 
④海外など遠方の学生とのマッチング 
 
ex）法曹プログラム・外国語の授業 

遠隔授業 



03　併用型カリキュラムの 

課題と対策 



原因：対面と遠隔が混在している 

現状ほとんどの遠隔授業が 
オンデマンド配信されている 

　　  課題：遠隔授業を受講する場所が無い 学生

リアルタイムのみの遠隔授業も存在する 

But 



大学の方針として統一 

対面  遠隔 

 
 

 
 

①授業の目的ごとに 

　対面or遠隔を決定 

②遠隔の場合 

　オンデマンドを義務化 

大学で遠隔授業の履修が難しい

Panoptoの活用

どのように？

思考力

判断力

表現力

主体的な態度

知識

技能

理由

教員 職員



思考力や判断力等の育成を 
”メインの目的”とした授業に 
対面で参加できない学生もいる 
 

ex)コロナ禍の配慮学生 

本提案における問題点 



問題点に対する解決策 

Q.コロナ禍など限られた環境下で 
　 大学側ができることは？ 

遠隔授業を受講する環境の確保 

職員



　 遠隔授業を受講する環境の確保 職員

課題：受講環境を整備するための予算 
原因：法人本部と大学本部の隔たり 

部署交換制度 



現場の状況を
把握しやすく
なる

  Before　 

現場の状況を
把握すること
が難しい

  After　 

予算を管理する部署が



04　まとめ　 



 
 

授業の目的ごとに対面or遠隔を決定 

 授業開始前

 
 

遠隔授業➡オンデマンド配信　/　部署交換制度 

 授業期間中

 
 

学生調査と部署交換制度による課題解決と発見 

 授業終了後学生 職員

教員 職員

教員



Q＆A



〇期間：１年に１週間 

〇時期：秋学期中盤（予算決定前） 

〇人数：１人/１部署 

〇対象部署：授業支援・教務・ITセンター・財務 

”部署交換制度”の概要 

 
 

ex)説明会 

予算ヒアリング  
 

ex)インターンシップ 

 部署交換制度



　PC・WiFiなど通信環境の確保 

　現状 
インフォメーションシステムでの周知のみ 

 
➡遠隔授業は“LMS”でPC貸出について周知 

既に学生へのPC・WiFi貸出は行っている 

But 

職員



①個別学習スペース 

 

 

”受講環境の確保”とは 

②高機能マイク　 

 

 

 

 

 

遠隔 

対面 



https://www.kansai-u.ac.jp/ku-dx/


